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将来に伝えたい生きもの

●天然記念物

日本に 昔
むかし

から伝わる大切な建物や美術工芸品・伝統技能などを保存するための法律として，「文化財保
ほ

護
ご

法」があります。この法律では，「学
がく

術
じゅつ

上
じょう

貴
き

重
ちょう

で，わが国の自然を記念する」天
てん

然
ねん

物
ぶつ

や天然現象を天然記
き

念
ねん

物
ぶつ

として指定することが定められています。天然記念物には，日本にしかいない貴重な動物や植物とそれ

らの生
せい

息
そく

地，繁
はん

殖
しょく

地などが指定されていますが，珍
めずら

しいだけでなく，それぞれの地域の生活や文化と密
みっ

接
せつ

に結びついていることも特
とく

徴
ちょう

です。

那智原始林（那智勝浦町／国指定天然記念物）
日本一の 落

らく

差
さ

で知られる那
な

智
ち

の滝
たき

周辺には，熊
くま

野
の

那智大
たい

社
しゃ

の神
しん

域
いき

とし

て大切に守られてきた照
しょう

葉
よう

樹
じゅ

の森が

広がっています。シイノキ，イチイ

ガシ，イスノキなどの大木がみられ，

昔から変わらない原
げん

生
せい

林
りん

の姿をとど

めています。

南
なん

方
ぽう

系
けい

のシダ植物の豊
ほう

富
ふ

さでも知

られており，全国各地からシダを研

究する人がこの地を訪
おとず

れます。明治

以
い

降
こう

，本格的な生き物の調査が行わ

れ，ナチシダやナチマイマイといった那智山周辺で発見された動植物に，那智の名が付けられています。

那智勝
かつ

浦
うら

町
ちょう

の那智原
げん

始
し

林
りん

は，1928（昭和３）年に国の天然記念物に指定されました。

第2章　わかやまの生物

那智原始林（那智勝浦町）

ナチシダ（那智勝浦町） ナチマイマイ
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キイシモツケ群生地（紀の川市龍門山／県指定天然記念物）
和歌山県でしかみられない 固

こ

有
ゆう

の植物は６
＊1

種類あり，その１

つがキイシモツケです。キイシモツケはバラの仲間の落葉低
てい

木
ぼく

で，枝
えだ

いっぱいに白い花を咲
さ

かせます。紀ノ川の南
なん

端
たん

にそびえ

る龍
りゅう

門
もん

山
ざん

（紀の川市）の群
ぐん

生
せい

地は有名です。花の見ごろは６月

上
じょう

旬
じゅん

で，山
さん

頂
ちょう

近くの登山道が白い花でうめつくされます。1973

年，この群生地は和歌山県の天然記念物に指定され，大切に守

られています。

ユノミネシダ自生地（本宮町／国指定天然記念物）
熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

の山あいにある日本最古の湯
ゆ

の峰
みね

温泉。そ

こに世界の熱帯から亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

にかけて生育する常
じょう

緑
りょく

性
せい

のシダがあります。和歌山にゆかりの地名をもつシ

ダの一つでユノミネシダといいます。

1877（明治10）年に那智山のふもとの鉱
こう

山
ざん

で最

初に発見されましたが，２番目に見つかった湯の峰

の名前が付けられています。

葉は大型で長さが２ｍにもなり，表面は鮮
あざ

やかな

緑色をし，裏
り

面
めん

は白色をしています。葉の伸
の

び方に

特徴があり，新しく生えた葉は，１対の羽
う

片
へん

がある

程度伸びるまで，先の部分は伸びるのを一時やめます。一度見たら忘れられない姿・形をしています。本

宮町のユノミネシダ自生地は，1928年に国の天然記念物に指定されました。

オオウナギ生息地（富田川／国指定天然記念物）
オオウナギは最大で２ｍ以上になる

大型のウナギです。富
とん

田
だ

川
がわ

流域は分布

の北限近くにあたり，学術的に貴重で

あるため1923（大正12）年に白
しら

浜
はま

町

の三ツ石の淵
ふち

，濁
にごり

淵
ぶち

，蟇
ひき

岩
いわ

の３か所が

国の天然記念物に指定されました。そ

の後，追加指定がなされ現在では旧中
なか

辺
へ

路
じ

町と旧大
おお

塔
とう

村の境
きょう

界
かい

から河
か

口
こう

まで

の約18kmが「オオウナギ生息地」と

して保護されています。以前は大型の

オオウナギが生息していたようですが，近年は小型の個体が時おり確認される程度です。オオウナギは河

川の生態系の頂点に立つ動物のため，生息にはさまざまな生物がすむことのできる河川が必要です。オオ

ウナギがたくさんすめるような豊かな河川をいつまでも残していきたいものです。

＊１　キイシモツケと，キナンカンアオイ，キイウマノミツバ，オオママコナ，キノクニスズカケ，クルマギクの６種。

キイシモツケ（紀の川市）

ユノミネシダ（田辺市本宮町）

オオウナギ（県立自然博物館）
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ウミガメの上陸する浜（みなべ町千里浜／県指定名勝・天然記念物）
アカウミガメは， 甲

こう

羅
ら

の長さ

が１ｍ近くにもなる大型のウミ

ガメです。北太平洋にすむアカ

ウミガメは，日本列島の外
がい

洋
よう

に

面した砂浜で産
さん

卵
らん

し，生まれた

子ガメが２〜３年もかけてアメ

リカ大陸西海岸にたどり着きま

す。その後，20年ほどしておと

なになったウミガメが，再び日

本の海岸に戻
もど

って来て産卵する

のです。県内には，みなべ町の

千
せん

里
り

浜
はま

，串
くし

本
もと

町の上
かみ

浦
うら

海岸と橋
はし

杭
くい

海岸や，新
しん

宮
ぐう

市の王子ケ浜，田
た

辺
なべ

市の扇
おうぎ

ケ浜などのアカウミガ

メの産卵地が知られています。その中でも千里浜は，長くて大きな砂浜があることから，1964（昭和37）

年に県の名
めい

勝
しょう

・天然記念物に指定されました。ウミガメの産卵調査と保護活動を20年以上にわたって行っ

ている「みなべウミガメ研究班」の記録では，1991（平成３）年の延
の

べ上
じょう

陸
りく

頭数は786頭，産卵頭数は

348頭もありましたが，その後は次
し

第
だい

に少なくなり，1997年には産卵頭数が56頭にまで減少していまし

た。ところが2008年には，延べ産卵頭数が269回も観察されて，保護活動を行ってきた人々も喜んでいま

す。

ウミネコが繁殖する島（美浜町弁天島／県指定天然記念物）
ウミネコは，昔から漁をする人たちにとって， 魚

ぎょ

群
ぐん

を知らせてくれる大切な鳥です。毎年12月になると，

美
み

浜
はま

町弁
べん

天
てん

島
じま

には約200羽のウミネコがやってきます。この鳥は，初
しょ

夏
か

，険
けわ

しい崖
がけ

のすき間を利用してひ

なを育てます。そして７月末には，島

を去
さ

っていくのです。弁天島は，1958

年にウミネコとウミネコの繁
はん

殖
しょく

地
ち

とし

て県指定天然記念物に指定されまし

た。

由
ゆ

良
ら

町白
しら

崎
さき

にも毎年600羽くらいの

ウミネコが産卵のために訪
おとず

れます。

近ごろは，海の汚
お

染
せん

や釣
つ

り糸・釣り

針などで命を落とすウミネコが増えて

きています。

アカウミガメの上陸（みなべ町）

抱卵するウミネコ（由良町）
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【動物の種まき】

ヤマザクラやヤマモモの木の下には，毎年たく

さんの種が落ちるのに，なぜか，そこではなかな

か芽が出ません。ところが，それらの種をよそへ

持って行ってまくと，よく芽が出るのです。

ヤマモモやサクラだけではありません。野生の

多くの植物は，このような性質をもっています。

ですから，植物が子
し

孫
そん

を増やして，生き続けてい

くためには，種の運び屋さんが必要なわけです。

リスやカケスの忘れもの
リスは木の実などを遠くへ運んでいって，落ち

葉の下などに隠
かく

しておく習
しゅう

性
せい

があります。隠され

た木の実が置き忘れられて芽
め

生
ば

えることが多いの

です。カケスやヤマガラも，どんぐりなどをあち

こちへ運んでいきます。そして，土の中に隠すこ

ともあり，枝の上で食べようとして取り落とすこ

ともあります。つまり，種まきをしているわけです。

糞の中には種がどっさり
山道を歩いてみると，獣

けもの

の糞
ふん

が案
あん

外
がい

たくさん落ちているものです。そして，それらの糞の中にはたくさんの

植物の種が入っています。ニホンザルの糞の中には，野生のイチゴ類のような小さな種が無
む

数
すう

に入っています。

テンの糞にも，コウゾ・ヤマモモ・ヒサカキ・スイカズラなど，数え上げればきりがないほど，多くの植物の

種が入っています。なかには，たいへんおもしろい特
とく

殊
しゅ

な種まきをする鳥もいます。それはヤドリギの実を食

べるヒレンジャクとキレンジャクです。ヤドリギは大きな木に寄
き

生
せい

する植物ですから，高い枝の上に種が運ば

れなければなりません。レンジャクはヤドリギの実を一度にたくさん食べて，腹
はら

がいっぱいになると，梢
こずえ

でゆっ

くりと休みます。そして，そこでゆっくりと糞を出しま

す。ヤドリギの実には特別なしかけがあって，レンジャ

クの糞は，長くてねばい糸になって出るようになってい

ます。だから，この糸にぶら下がって出るヤドリギの種

子は，木の枝によくひっかかるのです。うまい仕組みに

なっているのに驚きます。

このほかに，鳥や獣の腹をくぐらない別の方法で，よ

そへ運ばれていく種もあります。どのようなしかけを

もった種が，どんな鳥や獣に運ばれているか，想像した

り，観察したりしてみてください。

わかやまの知識

ヒレンジャクの脱糞〜糸になってぶら下がる〜（紀美野町）
撮影：前田亥津二氏

テンの糞から出てきたもの（海南市）撮影：前田亥津二氏

木の実をくわえたカケス（有田川町）撮影：前田亥津二氏
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●レッドデータブックの生きもの

1966（昭和41）年に国際自然保護連合が，世界的な 規
き

模
ぼ

で絶
ぜつ

滅
めつ

のおそれのある野生生物を選び，それ

らの生
せい

息
そく

に関する情報をまとめた本を出
しゅっ

版
ぱん

しました。絶滅の赤（レッド）信号のともった生物の情報（デー

タ）をまとめた本ということで，レッドデータブックと呼ばれています。その後，野生生物の保護を進め

る上での基
き

礎
そ

的
てき

な情報誌
し

として，国ごとや地域ごとのレッドデータブックが発行されるようになり，和歌

山県では2001（平成13）年に発行されました。絶滅危
き

惧
ぐ

Ⅰ類やⅡ類に選ばれた生物は，特に絶滅の危険

性の高い種類です。

オニバス（和歌山県：絶滅危惧Ⅰ類；環境省：絶滅危惧Ⅱ類）
オニバスは，池や 湖

こ

沼
しょう

に生えて時に

は２ｍあまりの大きな葉を水面に浮
う

か

べます。一年草で葉に鋭
するど

いトゲがあり

ます。水面で花を咲
さ

かせる開
かい

放
ほう

花と，

水中で果実をつける閉
へい

鎖
さ

花の２種類の

花をもっています。またハスとちがっ

て蓮
れん

根
こん

は作りません。種子は一度に発
はつ

芽
が

するのでなく周囲の環
かん

境
きょう

に応じて何

年か経
た

ってから発芽するものもあり，

環境変化への対
たい

応
おう

をして子
し

孫
そん

の維
い

持
じ

を

はかっています。

池の改
かい

修
しゅう

や水
すい

質
しつ

汚染などの影
えい

響
きょう

で全国的にも激
げき

減
げん

しています。県内

では紀北地方で生育が知られていましたが，最近紀南地方でも確
かく

認
にん

さ

れています。

タチバナ（和歌山県：絶滅危惧Ⅰ類；環境省：絶滅危惧Ⅱ類）
ミカンの野生種にタチバナという種類があります。 静

しず

岡
おか

県以西の本州と，四国・九州の海岸に近い山に

生えていますが，県内では白
しら

浜
はま

町とみなべ町の２

箇
か

所
しょ

にごくわずかに見られるだけで，絶滅の危
き

機
き

にさらされています。樹
じゅ

木
もく

の姿は栽
さい

培
ばい

種のミカン

に似
に

ていますが，葉は長さ５cmと短く，果
か

実
じつ

は小

さく直径が３cmで，形はひしゃげた円形をしてい

ます。

この樹木は，古
こ

事
じ

記
き

に「ときじくのかくのこの

み」として名が出ており，万
まん

葉
よう

集
しゅう

には69首も詠
うた

わ

れています。古くからの歴史とロマンに満
み

ちた和

歌山の宝
たから

として大切にしていきたいものです。

オニバスの花

タチバナ（海南市下津町）

オニバス（紀の川市）
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ワカウラツボ（和歌山県：絶滅危惧Ⅰ類）
ワカウラツボは，５mm程の大きさで，茶色または白色の 巻

まき

貝
がい

です。初

めて採集されたのは，1933年のことで，和歌山市三
みか

葛
ずら

の和歌川で見つかり

ました。新
しん

種
しゅ

として正式に発表されたのは，それから21年後の1954年の

こ と で す。 和 名 に は 和
わ

歌
か

浦
うら

の 地 名 が つ い て い て， 学 名 のIravadia 

（Fairbankia） sakaguchiiには，和歌山師
し

範
はん

学校（現在の和歌山大学教育学

部）教員で，和歌山県の自然について多くの新発見をした坂口総
そう

一
いち

郎
ろう

氏の

名前が付けられています。新発見以来ずっと見つからなくて，幻
まぼろし

の貝と呼

ばれていましたが，66年後の1999年，和歌浦の近くで再発見されました。

最近では，和歌山市と広川町でも見つかっています。

【食べ物を包む葉】

和歌山市から新宮市にかけての海岸や川岸に，イネのなかまのダンチ

ク（アセ）が生えています。子どもたちは茎
くき

で笛
ふえ

を作ったり，葉でササ

舟
ぶね

を作って遊びます。秋，穂
ほ

を出し生長した広い葉を使い，脂
あぶら

が載
の

った

サバを使った「すし」を包
つつ

んで「なれずし」を作ります。ダンチクの香
かお

りが，ほのかに「すし」に移り，おいしい保存食となります。

有田市から日高町では台
たい

風
ふう

などでダンチクの葉が破れたときにはクマ

タケランの葉を使います。有田郡や日高郡の奥
おく

地
ち

ではダンチクの葉の代

わりにバショウやハランの広い葉を使い，紀北地方ではカキやワサビの

葉でサバずしを包んだ「カキの葉ずし」や ｢ワサビずし｣ があり，それ

ぞれ風
ふう

味
み

があります。

紀南地方では，おにぎりをタカナの漬
つけ

物
もの

の葉でくるんだ「めはりずし」

が作られています。適
てき

度
ど

な塩
しお

味
あじ

にタカナの香
かお

りが加わり，おかずなしで

もおいしく食べられます。また，串
くし

本
もと

町
ちょう

周辺では，ホウロクイチゴの葉

をおけに敷
し

き，この上に味付けしたご飯・魚・ご飯・魚と交互に置いた

「イチゴずし」など，地方色豊かな食べ物も作られています。

「かしわもち」は葉でもちを包みます。和歌山県にはカシワの木があり

ませんのでサルトリイバラの丸い葉であんこを入れたもちをは

さみます。サルトリイバラを ｢かしわもちの葉｣ とか「イビ

ツ」・「サンキライ」とよんでいる地域もあります。

｢サクラもち｣ や「チマキ」はサクラやヨシの葉を利用したも

のです。これらは季節の香りと味がします。このように植物の

葉は人々の生活と深いかかわりがあり，生活の知
ち

恵
え

を知ること

ができます。

わかやまの知識

ワカウラツボ（和歌山市）

ダンチク（日高町阿尾）

アセで巻いたなれずし

サルトリイバラ（日高町西山）
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ルイスツノヒョウタンクワガタ（和歌山県：絶滅危惧Ⅱ類）
おもに 琉

りゅう

球
きゅう

列
れっ

島
とう

に分
ぶん

布
ぷ

するクワガタムシで，琉球列島

以外では九州南
なん

端
たん

部と和歌山県那
な

智
ち

勝
かつ

浦
うら

町
ちょう

にしか生
せい

息
そく

し

ていません。海岸林のシイやサクラなどの朽
く

ち木内で幼
よう

虫
ちゅう

・成
せい

虫
ちゅう

共に生活していて，外にはあまり出てきません

が，生息地では一年中成虫が見られます。

本州では，那智勝浦町のごく限られた海岸林にしか生

息していないことから，生息地の破
は

壊
かい

が種
しゅ

の全
ぜつ

滅
めつ

につな

がるため，和歌山県は絶滅危惧種に指定しています。

トラハナムグリ（和歌山県：絶滅危惧Ⅰ類）
北海道から九州まで分布しているコガネムシですが，

北方系の種類なので，関東以西では1,000ｍ以上の標
ひょう

高
こう

の高い山に生息しています。県内では，1950年代には護
ご

摩
ま

壇
だん

山
ざん

や高野山などの1,000ｍ級の山地に少なからず見

られたようですが，現在では大
おう

塔
とう

山
さん

系
けい

と那智山系周辺で

しか見られなくなり，個体数も少ないようです。また，

新宮市では熊野川の河
か

原
わら

のような海岸に近い低
てい

地
ち

にも生

息しており，本種の分布を知る上で興
きょう

味深い地域です。

ナガレホトケドジョウ（和歌山県：絶滅危惧Ⅱ類；環境省：絶滅危惧Ⅰ類）
有田川，広川，由良川，日高川， 切

きり

目
め

川，日
ひ

置
き

川，熊野川の山間の浅くて

流れの緩
ゆる

やかな細
さい

流
りゅう

に生息している全

長７cmのドジョウのなかまです。とく

に広
こう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

の中で，他の魚が生息しな

いような水量の少ない沢
さわ

に多くみられます。

山間部の，森林伐
ばっ

採
さい

，道路工事，堰
えん

堤
てい

建設などにより，生息地が消
しょう

失
しつ

したり生息環境が悪
あっ

化
か

しています。

オオダイガハラサンショウウオ（和歌山県：絶滅危惧Ⅱ類；環境省：絶滅危惧Ⅱ類）
オオダイガハラサンショウウオは，奈良県 大

おお

台
だい

ケ
が

原
はら

山
さん

で見

つかった日本の固
こ

有
ゆう

種
しゅ

で，紀伊半島にのみ生息しています。

和歌山県では，橋本市雪
ゆき

池
いけ

山
やま

（橋本市），かつらぎ町旧花
はな

園
ぞの

村
むら

白
しら

口
くち

峰
みね

，田辺市の護
ご

摩
ま

壇
だん

山
ざん

，水上学
がく

術
じゅつ

保
ほ

護
ご

林
りん

，果
はて

無
なし

山脈，

笠塔山，黒
くろ

蔵
くら

谷，白浜町将
しょう

軍
ぐん

山，古
こ

座
ざ

川
がわ

町大森山，新宮市白

見山などの山間部に残る自然林内に生息していますが，いず

れの場所でも，自然林が非常に少なくなっていて，かろうじて生き残っています。

ルイスツノヒョウタンクワガタ

ナガレホトケドジョウ

トラハナムグリ

オオダイガハラサンショウウオ（田辺市本宮町黒蔵谷）
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成
せい

体
たい

（全長18cm）は林内の地面で土
ど

壌
じょう

中の小動物を食べ，渓
けい

流
りゅう

の源
げん

流
りゅう

部
ぶ

（アマゴのすむさらに上流部）

で３月頃に産
さん

卵
らん

します。幼
よう

生
せい

は１年を通じて源流部にすみ，水生昆
こん

虫
ちゅう

などを食べて成長し，翌
よく

年
ねん

の春から

夏にかけて陸上生活に移ります。奈良県と三重県では県指定天然記念物となっています。

ハコネサンショウウオ（和歌山県：絶滅危惧Ⅰ類）
ハコネサンショウウオは，本州，四国の山間の渓流に生息

していますが，和歌山県での生息地はきわめて少なく，田辺

市の果無山脈と三日森山，新宮市白見山などの渓流周辺のご

く一部に限られています。かつては広い範囲に生息していた

ものと思われますが，山間部の自然林の減少により渓流の流

水環境が変化して，生息地も減少したものと思われます。

本種は，サンショウウオ類の中でも特に肺
はい

のない両
りょう

生
せい

類
るい

として知られ，また，成体の体色は関東地方と

関西地方とではかなり異なり，県内のものは写真のように鮮
あざ

やかな朱
しゅ

色
いろ

の斑
はん

紋
もん

があります。

成体（全長約16cm）は自然林内の渓流周辺の湿
しつ

潤
じゅん

な環境にすんでいますが，その成体を見つけること

は大変困難です。春（４〜５月）に産卵し，幼生は２年間（あるいは，それ以上）渓流で水生昆虫などを

食べて成長します。

アカショウビン（和歌山県：絶滅危惧Ⅰ類）
和歌山県の山林の特徴は，山と谷の入り組んだ 険

けわ

しい地

形の渓
けい

谷
こく

と，さまざまな種類の常緑広葉樹が入り交じって

生える照葉樹
じゅ

林
りん

です。このような，保
ほ

水
すい

力
りょく

の豊かな深い森

林を流れる豊富な水量の渓流沿いに，５月，はるか東南ア

ジアから，カワセミのなかまで深
しん

紅
く

の大きな 嘴
くちばし

をもつ美し

いアカショウビンが渡ってきます。

以前は，主な河川の上流部で普通に見ることができまし

たが，植林で人工林が増えたり，河
か

川
せん

改
かい

修
しゅう

の影響などにより，激
げき

減
げん

しているのはとても残
ざん

念
ねん

なことです。

ウチヤマセンニュウ（和歌山県：絶滅危惧Ⅱ類；環境省：絶滅危惧Ⅱ類）
和歌山県の海岸の特徴は， 枯

かれ

木
き

灘
なだ

海岸に代表されるような複
ふく

雑
ざつ

に入り組んだ海岸のあることです。その

ような県南部の海岸や島で見かける林内の明るい林

に，５月，ウグイスのなかまのウチヤマセンニュウが

渡ってきます。

本種の渡
と

来
らい

が確認されているのは，和歌山県では新

宮市孔
く

島
しま

，みなべ町鹿
か

島
しま

などの６カ所に限られていま

す。ウチヤマセンニュウは，森林が高木に覆
おお

われてお

らず，低木がまばらにしか生えていないような疎
そ

林
りん

を

好み，すさみ町江須崎のようなよく茂
しげ

った林では見る

ことができません。

アカショウビン　撮影：有本　智氏

ウチヤマセンニュウ　撮影：有本　智氏

ハコネサンショウウオ（新宮市田長谷）
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ツキノワグマ（和歌山県絶滅危惧Ⅰ類，環境省絶滅のおそれのある地域個体群）
胸に白い 三

み

日
か

月
づき

模
も

様
よう

があることからこの名

前がつけられています。体重は120kgほどに

なり，本州と四国に生
せい

息
そく

する最大の陸上ほ乳
にゅう

類
るい

です。この大きな体を維
い

持
じ

するために，春

から夏にかけてドングリ，カキ，ブナの新
しん

芽
め

などをたくさん食べます。また，ハチミツも

大好物です。冬の間は，寒さや食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

から

身を守るために大
たい

木
ぼく

の洞
ほら

や岩
いわ

穴
あな

で冬
とう

眠
みん

をしま

す。活動期の体温は約37℃ですが，冬眠中は

約34℃まで下がり，呼吸数も毎分30 〜 40回

が，３〜４回に減ることがあります。この間

に平均２頭の子を産みます。

写真は，有田川町生
お

石
いし

の施
し

設
せつ

で飼
し

育
いく

されて

いる「太郎」です。太郎の母親と兄弟は越
えっ

冬
とう

中に樹
じゅ

洞
どう

内で猟
りょう

銃
じゅう

で撃
う

たれ，太郎だけが生き

残り今日まで人間の手で育てられてきまし

た。しかし，人間に育てられた太郎は，二度

と山に戻
もど

ることはできません。

ヤマネ（和歌山県：準絶滅危惧種；環境省：希少種）
本州，四国，九州に 分

ぶん

布
ぷ

する１属
ぞく

１種
しゅ

の日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

種
しゅ

で，国の

天然記念物に指定されています。県内では，高野山のほか田辺

市以南の数カ所で生息が確認されているだけです。頭
とう

胴
どう

長
ちょう

は約

８cm，尾
び

長
ちょう

は約５cm，体重は約20gと小さく，ネズミに似てい

ますが背中の黒毛と尾の長い毛が特徴です。

自
し

然
ぜん

林
りん

が主な生息場所ですが，人工林や民家の軒
のき

下
した

にも姿を

現すことがあります。夜
や

行
こう

性
せい

であり，おもに樹
じゅ

上
じょう

で活動し，果
か

実
じつ

や昆
こん

虫
ちゅう

を好んで食べ，冬の間は冬眠します。落ち葉の下の腐
ふ

葉
よう

土
ど

に浅い穴を掘
ほ

り，

温
おん

暖
だん

な和歌山県では

11月から翌
よく

年
ねん

の２月

までの４ヶ月間そこで

眠
ねむ

ります。日本では，平均気温９℃が冬眠開始と終了の目安です。

活動期に１分間あたり500 〜 530回であった心
しん

拍
ぱく

数
すう

や，通常36℃

の体温が冬眠中には10分の１程度にまで下がることで，エネル

ギー消
しょう

費
ひ

を最
さい

少
しょう

限
げん

にして寒い冬に耐
た

えます。

ツキノワグマの「太郎」（有田川町）撮影：細田徹治氏

アケビを食べるヤマネ（新宮市）撮影：湊　秋作氏

枯れ葉の下から現れたヤマネ（田辺市）
撮影：土永知子氏
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【浮島の森】

新宮市の中央部に南北約50m，東

西約90mのほぼ長方形の形をした

浮
うき

島
しま

の森があります。

この浮島の森には，ハゼノキ・ス

ギ・ヤマモモなどの高木やツツジ・

シダの低木や下草など約160種類

の植物が生い茂っています。

昔から，この森が浮島であるといわれたのは，

次の理由からでした。

⑴�　�この島の地表で強く足
あし

踏
ぶ

みすると，島がゆ

れ木々の梢
こずえ

がゆれる。

⑵�　�島の回りの水
すい

位
い

が昇
しょう

降
こう

すると，島も上下

する。

⑶　強風で島が移動することもある。

この島のでき方は，次のように考えられてい

ます。

大
おお

昔
むかし

この土地は，周
まわ

りの土地よりも低く，水

はけの悪い沼
ぬま

地
ち

でした。春から夏にかけ，この沼地にガマ・ミクリなどの水辺の植物が群
むら

がって生
は

え，冬には

これらが，枯
か

れ草となりたい積
せき

しました。長い年月の間，こ

うしたことのくり返しが，沼の中に植物遺
い

体
たい

をもととした泥
でい

炭
たん

という層
そう

をつくりました。この泥炭の層は，水よりも軽く，

水に浮いたマット状になり，浮島をつくりあげることとなっ

たのです。

その後，浮島には，草の種が風で運ばれ育ち，鳥が木の種

子を運び，森ができ上がりました。浮島の森の樹木の多くは，

図のように根をからみ合わせながら，上の方の泥炭層に根を

張り，幹
みき

を支えています。とくに，スギの太い根は，浅く広

く泥炭層に張り，さらにこの層を貫
つらぬ

き，枝分かれした細かい

根が，水の層や下の方の泥炭層にまで伸びていると考えられ

ています。

とりわけ，この浮島は，亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

に育つテツホシダと北の寒

い地方に生えるヤマドリゼンマイ・オオミズゴケが混
こん

生
せい

する

貴
き

重
ちょう

な植物群
ぐん

落
らく

であることから，1927（昭和２）年，国の

天然記念物に指定されました。

わかやまの知識

浮島の森のようす

スギ

広葉樹 広葉樹

泥炭層
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浮島の森と周辺（新宮市）

テツホシダ（新宮市）

オオミズゴケ（新宮市）


